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矢板に挟まれ死亡

倒れた矢板に挟まれ死亡

矢板の切断中

橋台との間に挟まれ

橋の架け替え作業をしていた作業員の男性が死亡

２０２５／１２／２（火） １２：５４

１日午後１時３０分ごろ、広島県の工事現場で、「矢板の切断中にコンクリ

ートとの間に挟まれた」と、現場にいた人から１１９番通報がありました。

作業員の男性（５１）は当時、コンクリート製の橋台を囲っていた鋼製の

「矢板」の切断作業をしていました。その際、切断した矢板（高さ３ｍ、幅１

．５ｍ、幅１ｃｍ）が倒れ、橋台との間に挟まれました。

男性は、心肺配停止の状態で病院に搬送されましたが、その後、死亡が

確認されたということです。

事故当時、現場には作業員が複数人いましたが、他にけが人はいなかっ

たということです。


